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課題を行った。被験者の心理社会的機能の指標である Global Assessment of Functioning 
（GAF）などの臨床指標と fMRI で得られた脳の活動との間で相関解析を行なった。画像




結果からは，言語流暢性課題において，対照群では前帯状回 (anterior cingulate cortex, 






患者群における fMRI で示される脳活動と心理社会的機能との関係については，左 ACC














ACC と背側 PFC はともに心理社会的機能において重要な役割を果たす神経ネットワーク
の構成要素であり，かつ双極性障害患者の心理社会的機能に対し影響を及ぼしていると考
えられることから，これらの領域の機能回復が双極性障害患者の心理社会的機能の回復に
おいて重要であることが示唆された。 
 
 
 
